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事
業
性
評
価
に
基
づ
く
融
資

等
と
は

　

金
融
庁
は
、
事
業
性
評
価
に
基

づ
く
融
資
等
を
求
め
て
い
る
。
こ

れ
は
、
事
業
内
容
や
成
長
可
能
性

な
ど
を
適
切
に
評
価
（
事
業
性
評

価
）
し
た
上
で
、
中
小
企
業
の
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
に
課
題
解
決

の
た
め
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提

案
し
、
融
資
を
含
め
て
本
業
支
援

を
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

　

中
小
企
業
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

ご
と
の
課
題
と
は
、
⑴
創
業
・
新

規
事
業
開
拓
、
⑵
成
長
段
階
、
⑶

経
営
改
善
、
⑷
事
業
再
生
等
、
⑸

事
業
承
継
に
区
分
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
課
題
解
決
の
た
め
に
は
資
金
ニ

ー
ズ
が
発
生
し
、
積
極
的
な
金
融

仲
介
機
能
の
発
揮
が
求
め
ら
れ
る
。

　
　

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
の
資

金
ニ
ー
ズ
と
留
意
点

⑴　

創
業
・
新
事
業
開
拓

　

開
業
資
金
と
し
て
設
備
・
機
械
・

I
T
シ
ス
テ
ム

等
の
設
備
資
金
、

店
舗
・
工
場
を

借
り
る
た
め
の

敷
金
や
保
証
金
、

仕
入
資
金
な
ど

事
業
運
営
に
必

要
な
運
転
資
金

な
ど
が
あ
る
。

　

創
業
や
新
事

業
の
場
合
は
、

い
ま
ま
で
の
実

績
が
な
い
た
め

に
決
算
書
で
の

判
断
は
で
き
な

い
た
め
、
事
業

計
画
を
徴
求
し

て
、
経
営
者
の

経
験
や
資
質
、

計
画
す
る
事
業

の
内
容
や
実
現

可
能
性
、
投
資

の
妥
当
性
や
返

済
能
力
を
検
討
し
て
の
融
資
と
な

る
。
ま
さ
に
事
業
性
を
評
価
し
て

の
融
資
と
な
る
。

　

経
営
者
に
と
っ
て
も
、
相
対
的

に
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
こ
と
か
ら
、

公
的
融
資
・
助
成
制
度
、
フ
ァ
ン

12

図表　顧客企業に対するコンサルティング機能の発揮

ライフステージ等の見極め

創業・新事業開拓

成長段階における更なる飛躍

経営改善

事業再生や業種転換

事業の持続可能性が見込まれない

※「地域密着型金融の推進に関する監督指針」(金融庁)をもとに筆者作成

事業承継

経
営
の
目
標
や
課
題
の
把
握
・
分
析

日
常
的
・
継
続
的
な
関
係
強
化

顧
客
企
業
の
認
識
・
主
体
的
な
取
組

最
適
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提
案

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
実
行

事業性評価融資と担保・
保証の必要性についての考察

中小企業診断士　大谷　金久

　金融庁は「担保・保証に過度に依存しない」融資として、事業性評価融資の推進を要請して
いる。ところが、一部で「事業性評価により将来性やキャッシュフローの源泉を把握できれば、
担保・保証は必要ない」というような誤解もあるようだ。本稿では、事業性評価融資であっても、
必要な場合には適切に担保・保証を求めるべきという、いわば融資業務の基本を再確認する。
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ド
の
活
用
、
中
小
企
業
支
援
機
関

や
士
業
等
の
専
門
家
と
の
連
携
を

活
用
す
る
の
が
有
効
と
な
る
。

　

ま
た
、
融
資
対
応
す
る
金
融
機

関
に
と
っ
て
も
、
上
記
を
活
用
す

る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
担

保
・
保
証
も
検
討
す
る
こ
と
と
な

る
。

⑵　

成
長
段
階
に
お
け
る
更
な
る

飛
躍

　

事
業
拡
大
の
た
め
の
融
資
、
具

体
的
に
は
、
店
舗
・
工
場
・
設
備
・

機
械
・
I
T
シ
ス
テ
ム
等
の
設
備

資
金
、
売
上
増
加
に
よ
る
増
加
運

転
資
金
、
M
＆
A
や
新
事
業
開
拓

な
ど
の
前
向
き
な
投
資
と
し
て
の

資
金
な
ど
が
あ
る
。

　

成
長
段
階
の
取
引
先
企
業
は
、

自
社
の
経
営
資
源
で
あ
る
ヒ
ト
、

モ
ノ
、
カ
ネ
、
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
積

極
的
に
投
入
し
て
事
業
拡
大
を
図

っ
て
い
く
た
め
、
取
引
金
融
機
関

と
し
て
事
業
価
値
を
見
極
め
て
金

融
仲
介
機
能
を
発
揮
し
て
の
積
極

的
な
資
金
供
給
が
期
待
さ
れ
る
。

　

一
方
で
、
内
部
留
保
等
が
不
十

分
な
こ
と
も
多
く
、
さ
ら
に
、
例

え
ば
、
設
備
資
金
な
ど
長
期
に
わ

た
る
資
金
で
は
、
必
要
に
応
じ
て

担
保
・
保
証
が
活
用
さ
れ
る
。

　

取
引
金
融
機
関
と
し
て
は
、
担

保
・
保
証
あ
り
き
で
な
く
、
事
業

計
画
を
検
討
し
て
の
融
資
対
応
と

な
り
、
こ
の
事
業
計
画
策
定
を
支

援
す
る
な
ど
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
機
能
を
発
揮
し
て
の
支
援
が
求

め
ら
れ
る
。

⑶　

経
営
改
善
の
た
め

　

借
入
金
返
済
の
た
め
の
折
り
返

し
資
金
や
赤
字
補
て
ん
資
金
な
ど

の
後
ろ
向
き
資
金
、
返
済
負
担
軽

減
の
た
め
の
借
り
換
え
資
金
な
ど

が
あ
る
。

　

経
営
改
善
が
必
要
な
取
引
先
企

業
の
支
援
で
は
、
取
引
先
企
業
の

経
営
改
善
へ
の
取
組
が
前
提
と
な

る
。
当
事
者
で
あ
る
経
営
者
に
よ

る
経
営
改
善
の
取
組
が
不
十
分
な

状
況
で
資
金
供
給
す
る
と
、
赤
字

が
連
続
す
る
こ
と
に
よ
り
資
金
垂

れ
流
し
の
状
況
と
な
り
、
厳
し
い

財
務
状
況
を
さ
ら
に
痛
め
て
し
ま

い
か
ね
な
い
。
ま
ず
は
、
取
引
先

企
業
が
経
営
改
善
に
真
摯
に
取
り

組
む
こ
と
が
前
提
と
な
る
。
当
面

の
資
金
不
足
を
解
消
す
る
た
め
の

融
資
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

難
し
い
判
断
と
な
る
。

　

さ
ら
に
、
事
業
撤
退
の
た
め
の

後
ろ
向
き
資
金
や
、
厳
し
い
経
営

状
況
で
の
設
備
投
資
な
ど
、
さ
ら

に
厳
し
い
判
断
が
必
要
と
な
り
、

経
営
改
善
計
画
と
そ
の
実
行
の
状

況
を
見
極
め
、
金
融
機
関
と
し
て

も
回
収
可
能
性
を
見
極
め
て
の
支

援
と
な
る
た
め
、
債
権
保
全
の
た

め
に
は
、
担
保
・
保
証
を
含
め
て

検
討
す
る
こ
と
と
な
る
。

⑷　

事
業
再
生
や
業
種
転
換

　

事
業
再
生
の
た
め
の
融
資
等
、

具
体
的
に
は
、
D
D
S
、
D
E
S

な
ど
の
過
剰
債
務
や
債
務
超
過
を

改
善
す
る
た
め
の
資
金
、
再
建
の

た
め
に
必
要
な
D
I
P
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
な
ど
が
あ
る
。

　

事
業
再
生
が
必
要
な
取
引
先
企

業
に
は
、
P
／
L
改
善
だ
け
で

な
く
、
利
益
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ

ー
を
生
み
出
せ
る
こ
と
を
前
提
と

し
て
、
B
／
S
の
抜
本
的
な
立

て
直
し
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

財
務
・
事
業
デ
ュ
ー
デ
リ
ジ
ェ
ン

ス
を
行
い
、
抜
本
的
な
事
業
再
生

計
画
に
従
い
、
必
要
に
応
じ
て
Ｄ

Ｄ
Ｓ
や
D
E
S
等
を
活
用
し
て
の

支
援
と
な
る
。

　

抜
本
的
な
事
業
再
生
で
は
、
経

済
合
理
性
を
考
慮
し
、
回
収
可
能

性
が
高
ま
る
こ
と
が
前
提
と
な
り
、

事
業
が
生
み
出
す
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ

ロ
ー
を
前
提
に
し
て
、
担
保
・
保

証
な
ど
の
保
全
状
況
も
回
収
可
能

性
の
重
要
な
要
素
と
な
る
。

⑸　

事
業
承
継
の
た
め

　

事
業
承
継
の
た
め
の
融
資
、
具

体
的
に
は
、
役
員
退
職
金
支
払
資

金
や
自
社
株
式
買
取
資
金
、
事
業

や
資
産
を
買
い
取
る
た
め
の
資
金

な
ど
が
あ
る
。

　

経
営
者
の
高
齢
化
が
進
む
な
か
、
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取
引
先
企
業
の
事
業
承
継
支
援
が

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
金

融
機
関
と
し
て
は
、
事
業
承
継
が

円
滑
に
進
む
よ
う
に
金
融
仲
介
機

能
を
発
揮
し
て
資
金
需
要
に
応
え

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
機
能
を
発
揮
し
て
事
業

承
継
対
応
を
支
援
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

　

事
業
承
継
に
際
し
て
の
資
金
供

給
に
つ
い
て
は
、
事
業
の
円
滑
な

承
継
と
と
も
に
、
承
継
後
の
事
業

が
安
定
し
て
継
続
で
き
る
よ
う
に
、

特
に
節
税
を
意
図
し
た
借
入
に
つ

い
て
は
、
そ
の
妥
当
性
と
返
済
能

力
を
十
分
に
検
討
し
て
の
慎
重
な

対
応
が
望
ま
れ
る
。

　

事
業
承
継
に
つ
い
て
は
、
経
営

者
保
証
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
基
づ
い
た
対
応
が
求
め
ら
れ
て

い
る
が
、
多
額
な
融
資
や
返
済
が

長
期
に
及
ぶ
場
合
に
は
、
担
保
・

保
証
も
検
討
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
は
そ
れ
ぞ
れ
資

金
ニ
ー
ズ
が
あ
り
、
融
資
取
り
上

げ
に
つ
い
て
は
、
取
引
先
企
業
の

課
題
解
決
を
主
眼
に
置
い
た
う
え

で
、
資
金
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め

に
は
、
必
要
に
応
じ
て
担
保
・
保

証
を
活
用
す
る
こ
と
も
検
討
さ
れ

る
。

　
　

金
融
仲
介
機
能
の
発
揮
で

求
め
ら
れ
る
こ
と

　

金
融
庁
は
こ
れ
ま
で
、
金
融
機

関
に
対
し
て
担
保
・
保
証
に
過
度

に
依
存
す
る
こ
と
な
く
、
取
引
先

企
業
の
事
業
の
内
容
や
成
長
可
能

性
等
を
適
切
に
評
価
（
事
業
性
評

価
）
す
る
よ
う
促
し
て
き
て
い
る
。

一
方
で
、
企
業
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
結

果
と
し
て
、
顧
客
企
業
と
金
融
機

関
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
、「
日
本
型

金
融
排
除
」
と
い
う
言
葉
で
表
し

て
い
る
。

⑴　
「
日
本
型
金
融
排
除
」
と
は

　

金
融
機
関
は
、「
融
資
可
能
な

貸
出
先
が
少
な
く
、
厳
し
い
金
利

競
争
を
強
い
ら
れ
て
い
る
」
と
主

張
し
、
他
方
で
、
企
業
ヒ
ア
リ
ン

グ
に
よ
る
と
「
金
融
機
関
は
相
変

わ
ら
ず
担
保
・
保
証
が
な
い
と
貸

し
て
く
れ
な
い
」
と
の
認
識
が
示

さ
れ
る
な
ど
、
金
融
機
関
と
企
業

と
の
認
識
に
大
き
な
相
違
が
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
し
て

い
る
。

　

背
景
に
は
、
金
融
機
関
で
は
、

企
業
の
事
業
内
容
を
深
く
理
解
す

る
こ
と
な
く
、「
十
分
な
担
保
・

保
証
が
あ
る
か
」、「
高
い
信
用
力

が
あ
る
か
」
等
の
企
業
の
財
務
指

標
を
中
心
と
し
た
定
型
的
な
融
資

基
準
に
よ
り
与
信
判
断
等
が
行
わ

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の

指
摘
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
担
保
・
保
証
が
な
く

て
も
事
業
に
将
来
性
が
あ
る
先
な

ど
へ
、
踏
み
込
ん
だ
金
融
機
関
の

取
組
み
を
促
す
も
の
で
あ
る
が
、

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
事
業
性
評
価

を
し
て
い
れ
ば
、
担
保
・
保
証
は

な
く
て
も
よ
い
、
と
い
う
考
え
方

と
は
な
ら
な
い
。

⑵　

金
融
仲
介
機
能
の
前
提
と
し

て

　

担
保
主
義
が
問
題
と
な
っ
て
久

し
い
が
、
当
時
の
問
題
と
し
て
、

担
保
さ
え
あ
れ
ば
、
取
引
先
企
業

の
事
業
内
容
や
計
画
を
見
る
こ
と

な
く
安
易
に
融
資
し
て
し
ま
う
、

と
い
う
こ
と
が
問
題
と
し
て
指
摘

さ
れ
て
き
た
。

　

取
引
先
企
業
の
事
業
内
容
や
計

画
を
見
る
こ
と
が
先
で
、
担
保
等

は
債
権
保
全
の
問
題
と
し
て
検
討

す
る
こ
と
で
あ
り
、
リ
ス
ク
を
適

切
に
と
ら
え
た
う
え
で
、
必
要
で

あ
れ
ば
担
保
・
保
証
を
検
討
す
る
、

と
い
う
姿
勢
が
求
め
ら
れ
る
。

　
　

融
資
取
り
上
げ
時
の
基
本
を

確
認

　

融
資
取
り
上
げ
時
の
基
本
と
し

て
、
⑴
資
金
使
途
、
⑵
返
済
財
源
、

⑶
保
全
（
担
保
・
保
証
な
ど
）
が

あ
る
。
こ
れ
ら
三
つ
を
考
慮
し
な

い
と
、
融
資
決
裁
の
可
否
に
影
響

す
る
だ
け
で
な
く
、
取
引
先
企
業

3

4
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に
と
っ
て
も
バ
ラ
ン
ス
を
欠
い
た

資
金
構
造
に
陥
っ
て
し
ま
い
、
返

済
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
に
も
な

り
か
ね
な
い
。

⑴　

資
金
使
途

　

設
備
資
金
、
運
転
資
金
、
季
節

資
金
な
ど
が
あ
る
。
例
え
ば
、
運

転
資
金
と
い
う
申
し
込
み
は
多
い

が
、
本
質
的
な
資
金
使
途
の
見
極

め
が
大
切
と
な
る
。
本
当
は
赤
字

補
て
ん
資
金
で
あ
っ
た
り
、
あ
る

い
は
既
存
借
入
金
の
返
済
資
金
で

あ
っ
た
り
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。

　

設
備
資
金
に
つ
い
て
は
、
投
資

効
率
や
採
算
性
を
検
討
し
、
例
え

ば
店
舗
を
出
す
場
合
な
ど
は
、
事

業
計
画
を
検
討
す
る
な
ど
、
ま
さ

に
将
来
に
向
け
て
の
事
業
計
画
を

検
討
し
て
の
対
応
と
な
る
。

⑵　

返
済
財
源

　

利
益
（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
）

か
ら
の
返
済
、
毎
月
の
売
上
か
ら

の
返
済
、
売
掛
金
回
収
に
よ
る
返

済
な
ど
が
あ
り
、
返
済
方
法
・
期

間
も
返
済
財
源
に
あ
わ
せ
た
対
応

が
必
要
と
な
る
。

　

取
引
先
企
業
の
事
業
活
動
に
よ

る
資
金
（
営
業
循
環
で
必
要
と
な

る
資
金
）
や
事
業
が
生
み
出
す
利

益
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を
検
討

し
て
の
対
応
と
な
る
。

⑶　

保
全
（
担
保
・
保
証
な
ど
）

　

返
済
期
間
、
融
資
金
額
、
格
付

ラ
ン
ク
な
ど
の
信
用
力
に
よ
っ
て
、

担
保
・
保
証
を
検
討
す
る
こ
と
と

な
る
が
、
よ
り
踏
み
込
ん
で
、
取

引
先
企
業
の
事
業
内
容
や
将
来
性

な
ど
、事
業
性
を
評
価
し
て
担
保
・

保
証
の
要
否
を
検
討
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。
担
保
・
保
証
あ
り

き
で
な
く
、
資
金
使
途
、
返
済
財

源
を
検
討
し
た
う
え
で
、
必
要
な

場
合
に
は
債
権
保
全
と
し
て
の
担

保
・
保
証
を
検
討
す
る
。
大
切
な

の
は
こ
れ
ら
の
順
番
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
資
金
使
途
、
返
済
財

源
が
適
切
で
、
返
済
に
懸
念
が
な

け
れ
ば
担
保
・
保
証
は
い
ら
な
い

と
い
え
る
が
、
多
額
な
借
入
や
、

長
期
に
わ
た
る
返
済
の
場
合
に
は
、

必
要
に
応
じ
て
担
保
・
保
証
を
検

討
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

最
近
は
、
担
保
等
に
代
わ
る
保

全
措
置
と
し
て
、
コ
ベ
ナ
ン
ツ
条

項
付
き
融
資（
財
務
制
限
条
項
、情

報
開
示
条
項
等
）、
A
B
L（
動
産

債
権
担
保
融
資
）
や
知
的
財
産
権

担
保
融
資
等
が
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
融
資
取
扱
い
時
に
と

ど
ま
ら
ず
、ロ
ー
ン
レ
ビ
ュ
ー（
貸

出
後
の
業
況
把
握
）
の
徹
底
な
ど
、

信
用
リ
ス
ク
管
理
体
制
の
よ
り
一

層
の
充
実
が
期
待
さ
れ
る
。

　

資
金
需
要
の
低
迷
や
、
日
銀
の

マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
の
影
響
で
、

業
態
を
超
え
て
低
金
利
競
争
が
巻

き
起
こ
っ
て
い
る
。
こ
の
低
金
利

競
争
に
よ
っ
て
、
金
融
機
関
に
つ

い
て
も
利
鞘
縮
小
に
よ
り
、
取
る

べ
き
リ
ス
ク
が
取
れ
な
い
状
況
が

発
生
し
て
い
る
。

　

筆
者
は
経
営
者
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

で
、
金
融
機
関
の
貸
出
金
利
息
と

貸
倒
リ
ス
ク
に
つ
い
て
、
こ
の
よ

う
な
話
を
し
て
い
る
。

　
「
例
え
ば
、
4
月
1
日
に
、
同

じ
金
額
で
1
0
0
社
に
、
金
利
2

％
の
無
担
保
・
無
保
証
融
資
（
1

年
間
元
金
返
済
な
し
）
を
し
た
と

し
ま
す
。
仮
に
翌
年
の
3
月
末
ま

で
に
、
1
0
0
社
の
う
ち
の
2
社

が
デ
フ
ォ
ル
ト
し
た
と
す
る
と
、

金
融
機
関
の
利
息
収
入
と
貸
倒
損

失
は
ほ
ぼ
同
額
と
な
り
、
利
益
は

吹
っ
飛
ん
だ
こ
と
に
な
る
。
も
ち

ろ
ん
、
金
融
機
関
に
は
こ
の
他
に

人
件
費
や
物
件
費
等
の
コ
ス
ト
が

か
か
っ
て
い
ま
す
。
金
融
機
関
の

融
資
に
よ
る
収
益
は
こ
の
よ
う
な

も
の
で
す
」

　

融
資
金
利
が
低
金
利
に
張
り
付

い
て
お
り
、
リ
ス
ク
を
取
り
づ
ら

い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
事
業
性

評
価
を
す
る
こ
と
で
リ
ス
ク
を
低

減
す
る
効
果
も
期
待
で
き
る
が
、

事
業
性
評
価
を
し
た
か
ら
担
保
・

保
証
は
必
要
な
い
、
と
い
う
こ
と

に
は
な
ら
な
い
よ
う
だ
。

 （
大
谷
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ　

代
表
）


